
 

議案第２号 

 

 

   

   西三河都市計画用途地域の変更（西尾市決定）について 

 

  

 西三河都市計画用途地域について、別紙のとおり変更したいので貴審議会の

意見を求めます。 

 

 

 

令和４年５月１２日 

 

 

西尾市都市計画審議会長 

 

 

提案理由  

 

区域区分の変更に伴い、将来の土地利用計画及び都市施設の整備状況等を総

合的に勘案し、適切な用途地域に変更するものである。 

 

 

 

 

議案第２号



種　類 面　積
建築物の
容積率

建築物の
建蔽率

外壁の後
退距離の
限度

建築物の
敷地面積の
最低限度

建築物の高さ
の限度

その他
及び
備　考

第 一 種 低 層 約 6.3 ha 8/10以下 5/10以下 0.2%

住 居 専 用 地 域 約 57 ha 10/10以下 6/10以下 2.0%

小 計 約 63 ha 2.2%

第 二 種 低 層
住 居 専 用 地 域

第 一 種 中 高 層 約 88 ha 15/10以下 6/10以下 15m（第1種高度地区） 3.1%

住 居 専 用 地 域 約 124 ha 〃 〃 20m（第2種高度地区） 4.3%

約 180 ha 〃 〃 ― 6.2%

約 11 ha 20/10以下 6/10以下 ― 0.4%

小 計 約 403 ha 14.0%

第 二 種 中 高 層 約 23 ha 15/10以下 6/10以下 20m（第2種高度地区） 0.8%

住 居 専 用 地 域 約 12 ha 〃 〃 ― 0.4%

小 計 約 35 ha 1.2%

第 一 種
住 居 地 域

第 二 種 約 2.0 ha 20/10以下 6/10以下 20m（第2種高度地区） 0.1%

住 居 地 域 約 68 ha 〃 〃 ― 2.3%

小 計 約 70 ha 2.4%

約 89 ha 20/10以下 8/10以下 ― ― ― 3.1%

約 5.3 ha 30/10以下 8/10以下 ― ― ― 0.2%

小 計 約 94 ha 3.3%

合 計 約 2,885 ha 100.0%

「種類、位置及び区域は計画図表示のとおり」

6/10以下 ― ―
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西三河都市計画用途地域の変更 （西尾市決定）

都市計画用途地域を次のように変更する。
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― ― ― 0.0%田 園 住 居 地 域 約 0 ha ― ―



　区域区分の変更に伴い、将来の土地利用計画及び都市施設の整備状況等を総合的に勘案し、

適切な用途に変更するものである。

理　　　由



理 由 書 

【駮馬瀬戸地区】 

 

１ 変更の概要 

主な変更は以下のとおりです。 

 

 

２ 当該都市計画の都市の将来像における位置づけ 

西尾市都市計画マスタープラン（西尾市：平成 30 年５月改定）において、本市の将来

都市像である「安全と潤いのある 歴史・文化が息づく創造快適都市 西尾」を実現する

ための５つの都市づくりの目標の一つに「活力と魅力あふれる都市機能強化・産業振興」

を掲げており、「本市を含む西三河地域には、わが国の経済活動をけん引する自動車産業

を担う製造業の企業が立地しており、次代を担う先端産業や既存の工業集積の高度化に

向けた工業用地の確保が求められています。」としています（P20 3-1-3 都市づくりの目

標に基づく施策展開の方針参照）。 

  その中で、当該地区は、市街地内で用地の確保が困難となっている既存の工業系事業者

の規模拡大や新規産業の誘導などの受け皿として計画的な整備を図る「工業系開発計画

区域」の一つに位置付けており、「既存工場等と隣接する区域においては、産業集積を高

めることにより、既存産業の高度化、次世代新産業の創出につなげるため、周辺の自然環

境・居住環境・営農環境に配慮した、新たな工業用地の整備を図ります。」としています

（P31 3-4-1 土地利用の方針 （2）整備の方針 □市街化調整区域・都市計画区域外の

土地利用の考え方③参照）。 

  また、当該地区は、地域別構想の吉良地区の主な施策においても、「新たな工業用地の

計画的整備」として、既存工業団地に隣接した開発計画区域（工業系）に位置付けていま

す（P66 4-2-5 吉良地区 ■主要な施策参照）。 

  

変更前後 種類 容積率 建蔽率 
高さの

制限 
備考 

変更前 
－ 

（市街化調整区域） 
200％ 60％ － － 

変更後 
工業地域 

（市街化区域） 
200％ 60％ － － 



３ 当該都市計画の必要性 

 用途地域は、市街地における土地利用規制の根本をなしており、都市全体にわたる都市

機能の配置及び密度構成の観点から検討し、地域ごとの市街地の将来像に合わせて見直

しを図ることが望ましいとされています。 

 西尾市では、地域高規格道路である国道 23 号（都市計画道路名豊道路）などが通り交

通利便性が高いとともに、わが国の経済活動をけん引する自動車産業関連企業が集積し、

次代を担う先端産業や既存産業の高度化の需要が高まっているものの、市街地では工業

用途地域の余剰地がない状況になっています。 

 当該地区は、工業系用途地域に定められた自動車関連企業の工業用地に隣接するとと

もに、国道 23号の西尾東インターチェンジから約 3.6kmと、交通利便性が高く、産業集

積を図るための工業系の土地利用条件に優れています。 

 このような背景のもと、当該地区においては令和元年 6 月 14 日に「駮馬瀬戸工業用地

地区計画（西尾市告示第７1 号）」として都市計画決定されており、周辺環境との調和を

図りつつ、隣接する工業用地と一体となり、機能的で活力ある産業空間の形成を図るもの

としており、計画的な工業市街地の形成が確実と見込まれており、愛知県企業庁が事業主

体となり開発計画の内容が十分に調整されていることから都市の健全な発展と宅地の実

供給に資すると認められる地区です。 

そこで、西尾市都市計画マスタープランの位置づけに沿った良好な土地利用の推進を

図るため、市街化調整区域から市街化区域への編入と合わせ、適正な用途地域を指定しま

す。 

 

４ 当該都市計画の妥当性 

（１）区域 

  当該地区の境界は、隣接する用途地域及び周辺状況との連担性を考慮し、区域を設定し

ています。区域の北側・西側は現状の市街化区域界、東側・南側は道路端部等の地形地物

等の明確な区域境界となっています。 

   

（２）規模 

  当該地区の規模は、周辺の土地利用状況との連担性を確保するため、既存の市街化区域

及び道路等で囲まれた約 51.7ha の一団の区域であり、一定の整備水準を保ち、効率的な

土地利用が進められる適切な規模となっています。 

 

（３）施設の配置等 

  当該地区の用途地域は、周辺用途地域との連続性を考慮し、工業地域（容積率 200％、

建蔽率 60％）を指定します。 

 

  以上から、区域、規模、施設の配置等は妥当です。 





主
要
地
方
道
西
尾
吉
良
線

大
手
橋

デ ン ソ ー 善 明 製 作 所

瀬門神社

瀬
戸
公
民
館

良興寺

西林寺

秋
葉
神
社

瀬戸池

炭 焼 川

雨 池

神
明
川

善
明
市
民
運
動
広
場

野 球 場

ア イ シ ン 高 丘 吉 良 工 場

黄金堤

黄
金
川

吉 良 町 駮 馬

吉 良 町 瀬 戸

善 明 町

（工事中）

ョン

吉良町寺嶋

鎧
ヶ
淵
古
戦
場
跡
碑

須美南山

秋
葉
社

深
篠
川

西尾リサイクルセンター

家 武

善 明 町

吉 良 町 駮 馬

室 町

グ
リ
ー
ン
ロ

神

明

川

ド
ー

使用済乾電池廃蛍光管
ストックヤード

大
手
橋

良興寺

吉良町寺嶋
大手橋

宝光院

集落排水処理場

奥組公民館
吉良北部

吉良町瀬戸
汗尾池

幸田町

16m

R=300

16m

16m

3
・
3
・
5
1
　
西
尾
吉
良
線
（
4
）
（
1
6
-
2
）

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+
+

+

+++

++

+

+

+

+
+

+

+
+

+

+
+

+

60

200

12

60

200

13

イ

キ

コ

サ

ニ

ネ

ノ

ヒ

ヌ

ト

カ

オ

ク
ケ

ス

シ

セ

ソ

ナ

ヘ

ア

ウ

エ

チ
ツ
テ

タ

フ

ハ

+
+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+
+

+

+

+

+

+

+
+

+

+
+ +

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+ +

+

+

+

+

+

2000 10050 3002000 10050 300

区域界の表示

13

12

60

100

1－10

容積率（％）

建蔽率（％）

用途地域番号

凡　　　　例
計　　画　　図

都市計画区域名　    西三河都市計画

市町村名　　　　　　西　尾　市

地 区 名　　　　　　駮馬瀬戸地区

地区番号　　　　　　１

縮　　尺　　　　　  1/2,500

筆界
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